
ビジネスの価値を生み出す「データ」を
どう保管する？ 

工藤氏　システムにはストレージに関係するソリューション
が数多くあります。多様なエンタープライズアプリケーショ
ンのデータは、どこかに蓄積して有効に活用できるようにし
なければなりません。ネットアップは、ファイルのインプット
/アウトプットに特化したOSのONTAPを中核にして、データ
の保護や可搬性に磨きをかけたデータファブリックを提供し
ています。  
兼松　Y2Sが提供するマネージドサービスでも、ストレージ
は1つの重要なポイントです。ストレージに求める機能としては、
データの継続性確保を重要視してきました。それが、クラウ
ドとストレージがつながったことで変化しています。データ
の可搬性、バックアップといった要件も同時に重視されるよ

うになってきたのです 。
工藤氏　ネットアップではオンプレミス向けのユニファイド
ストレージだけではく、クラウド向けのソリューションも提供
しています。
　データ活用は「クラウド移行」がゴールではありません。あ
えてオンプレミスに残す価値があるデータもあれば、クラウ
ドに移行する判断もあるでしょう。ネットアップのONTAPを
生かしたソリューションならば、統一したインタフェースか
ら多様なストレージをデータファブリックとして扱ってシー
ムレスなクラウド活用につなげられます。 
兼松　Y2Sでは数年以上のネットアップとの連携の中で、
Azure＋ONTAPを利用したフィルサーバのクラウド移行やハ
イブリッドストレージの導入、オンプレミスのデータ保護、
小規模な環境向けのファイルサーバ提供などを行ってきまし
た。NetAppは規模に応じたクラウドの活用が進められます。 

クラウド活用のポイントとなる
「データ」 

クラウドサービスを利用している企業の
割合は約6割を超え、政府も「クラウド・バイ・
デフォルト原則」を打ち出すなど、クラウド時代は
加速を続けています。一方、セキュリティや移行リスク
などを理由にクラウドの導入に踏み切れなかったり、運用に
不安を抱えていたりする企業もあります。こうした課題をどのように
解決すればいいのでしょう。分散型のデータ基盤となるデータファブリックを30年近くにわたり提供している
ネットアップで、「Azure NetApp Files（ANF）」などの導入を支援している工藤政彦氏と、クラウド移行や移行後
の運用などを支援するY2Sの兼松祐吏の対談から、そのヒントを紐解きます。

最大限の活用と守りを
両立させるには
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キーワードは「ONTAP」
安心安全な基盤で最適なクラウド利用を

工藤氏　繰り返しになりますが、ネットアップのキーワード
は「ONTAP」です。ONTAPを基盤にすれば、オンプレミスの
ハードウェアだけでなく、ハイパースケーラー上の「NetApp 
Cloud Volumes ONTAP（CVO）」でもデータを共通して利用
できます。さらにMicrosoftが提供するANF、Amazon Web 
Ser vices（AWS）の「Amazon FSx for NetApp ONTAP」な
ども選択肢に含まれます。その上、オンプレミス、AWS、
Azure、Google Cloud Platformをまたがってモニタリング
するSaaS「NetApp Cloud Insights」により、ハイブリッド
クラウド環境の包括的な監視と分析も可能です。 
兼松　ONTAPをOSに使うことで、データの守りの部分をオ
ンプレミスでもクラウドでも共通して担保できます。そうし
た安全安心な基盤を持ちながら、最適なクラウドの利用を進
められるのです。単にファイルサーバーをクラウド移行する
というだけでなく、ネットアップの多彩なソリューションから
最適なものを組み合わせて提供するところにY2Sの価値があ
ると考えています。 

双方の “経験”を顧客に届ける
協業の価値 

兼松　ファイルストレージの利用といっても、昨今では単純
なファイル共有機能の提供だけでなく、サービスの継続性や
事業継続性も求められます。例えばコロナ禍でリモートワー
クが普及したことで、外部からの接続のためにシステムに穴
が開いてランサムウェアの攻撃を受けやすくなっています。 
 　Y2Sのユーザー企業でも、ランサムウェア攻撃を受け
てから、「今後はランサムウェア対策をしないと」とようやく

行 動に移すケースが 少なくありません。対策としては、
SnapMirrorでクラウドにバックアップを取ったり、包括的
な監視と分析が可能なNetApp Cloud Insightsを使ったり
と、ネットアップのソリューションを活用するのが効果的です。
“不幸な経験をする前”に対応のアプローチを取ることが重要
です。 
工藤氏　ビジネスの意思決定について俊敏性（アジリティー）
を高めるための施策も大切です。ビジネスの速度が早くなり、
意思決定の迅速化が求められます。ネットアップはデータ
ファブリック構築によるアジリティー向上に多くの経験があり、
ユーザーが“不幸にならない”だけでなく、“幸せな経験を提供
できる”と考えています。 
 　一方で、ベンダーの役割は素材の提供までで、実際に料
理してユーザーに提供してくれるSIerや保守ベンダーが必要
です。料理する役割をY2Sが担当してくれることで、ネットアッ
プの価値も高まっています。 
兼松　設計、構築の段階では、どんなユーザーも理想を求め
ます。一方で、導入から運用にかけては現実解が必要です。
ユーザーの利便性を損なわないようにセキュリティを考慮す
ること、ネットアップとY2Sの知見を総合することで導入後
の運用も提供できることが、両社の経験ではないでしょうか。 

Cloud Volumes ONTAP（CVO）の概要
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NFS、SMB/CIFS、iSCSIに対応ユーザー
ボリューム

��

HA構成可（※1）、CloudManagerで管理仮想マシンインスタンス
（独自OS「ONTAP」搭載）

��

ストレージ効率化機能で容量消費を抑制仮想ディスク（SSD/HDD）��

アクセス頻度の低いデータは、低コストな
オブジェクトストレージに自律的に格納オブジェクトストレージ ��

※1 Microsoft Azure、AWS、Google Cloudで対応
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